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1．事業活動の概要と対象範囲 

1-1. 事業所名 株式会社 コムロ 

 

 1-2.  所在地 福島県石川郡浅川町大字簑輪字大代１番地２８ 

 

 1-3. 環境保全関係の責任者及び担当者 

      環境経営システム最高責任者  代表取締役社長 小室 享志 

     環境管理責任者        総務課長     迎  淳志 

 

   1-4. 連絡先 

TEL    0247-36-3118 

            FAX    0247-36-4358 

            E-mail  honsya@komuro-ems.co.jp 

 

1-5.  事業拠点 本社工場  福島県石川郡浅川町大字簑輪字大代１番地２８ 

        塙工場   福島県東白川郡塙町大字上石井字屋敷前６５番地 

 

1-6. 事業内容 

  プリント回路基板組立(ＳＭＴ実装~ＡＳＳＹ完成まで) 

  各種電子機器組立 

 

1-7.  適用規模 

      売上高    約 3 億円        

     従業員数   53 人 

      延床面積   本社工場 2,144 ㎡ 塙工場 1,150 ㎡    

      敷地面積   本社工場 6,199 ㎡ 塙工場 5,283 ㎡    

 

   1-8.  対象範囲（認証・登録範囲） 

      本社工場・塙工場の全組織 

 

   1-9   環境経営システム組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境管理責任者 

環境経営システム最高責任者 (代表取締役社長) 

小室 享志 

(総務課長) 

迎 淳志 

製造課・総務部門 塙製造課 

本社工場部門 塙工場部門 

(部門責任者) (部門責任者) 

mailto:honsya@komuro-ems.co.jp
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2．環境経営方針 
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3 環境経営目標とその実績 

                                    

環境経営目標項目 
基準年度 中期目標 

2019 年度 
 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

 

二酸化炭素の削減 

 

(生産額原単位) 

1,662 kg-CO2/M¥ 

(総量) 

  409,042 kg-CO2/年 

(生産額) 

 246 M¥/年 

 目標値(kg-CO2/M¥) 

(原単位) 

1%削減 2%削減 3%削減 4%削減 

1,645 1,628 1,612 1,595 

 

実績値(kg-CO2/M¥) 

(原単位) 

0.7%増加 0.2%削減 3.5%削減  

1,674 1,659 1,604  

 総量(kg-CO2/年) 425,297 429,739 361,713  

 
 

(

内
訳) 

購入電力(kg-CO2/年) 403,417 405,969 338,786  

軽油(kg-CO2/年) 20,425 22,328 20,373  

ガソリン(kg-CO2/年) 1,107 970 2,491  

その他(kg-CO2/年) 348 472 63  

生産額(M¥/年) 254.1 259.0 225.5  

 

廃棄物等排出量の削減 

 

(生産額原単位) 

 18.5 kg/M¥ 

(総量) 

   4,551  kg/年 

 

目標値(kg/M¥) 

(原単位) 

1%削減 2%削減 3%削減 4%削減 

18.3 18.1 18.0 17.8 

実績値(kg/M¥) 

 (原単位) 

14.6%削減 14.6%増加 29.7%増加  

15.8 21.2 24.0  

総量(kg/年)      4,008      5,486 5,406  

 

水使用量の削減 

 

(総量) 

    673  ㎥/年 

※2019 年度は塙工場で水道

漏水が発生したので、塙工場

分は 2018 年度お実績を基準

としている。 

 

目標値(㎥/年) 

（総量） 

1%削減 2%削減 3%削減 4%削減 

 666  660  653  646 

実績値(㎥/年)  

               (総量) 

38.8%増加 26.0%増加 13.0%削減  

 934  848 584  
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化学物質の適正管理及

び使用量削減 

(総量) 

鉛半田 387 kg/年 

2022 年度より適正管理のみ

行う 

鉛半田使用量実績値(kg/年) 415.0 257.5 

・鉛はんだは適正

に保管・使用され

ている。 

 

新型コロナウイル対策の徹

底を図り、その上で受注の

確保・拡大を目指す。 

 

売上金額(2019 年度) 

当該年度記述 

・新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染

予防 

・新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染

対策の徹底と受注

の確保・拡大 

・新型コロナウイル

ス感染対策は徹底さ

れている。受注の確

保については思うよ

うに進んでいない。 

 

 

製品及びサービスに関

する環境経営目標につ

いて 

社外流出不良件数の削減 

(2019 年度) 52 件/年 

 

目標値（件数） 
50 件/年 

(5%削減) 

47 件/年 

(10%削減) 

44 件/年 

(15%削減) 

42 件/年 

(20%削減) 

実績値（件数）   34 件/年   21 件/年 51 件/年  

 

注 1. M¥＝百万円 

注 2. 消費原単位 

  社内(加工外注分を除く)での生産額百万円当たり(消費税抜き) 

  ただし、負荷発生量が生産額との関連が低い環境経営目標は総量実績値とした。 

  ※適用した調整後排出（東北電力：０．５２３ｋｇ－CO₂/kWh (R1.7.22 公表)） 
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4.環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

 4-1. 2021 年度主な環境経営活動の内容と評価、次年度の取組内容 

 

No. 主 な 活 動 項 目  主 な 実 施 計 画 項 目 評価 

 １ 二酸化炭素の削減 購入電力の低減 

省エネ機器への更新  〇 

エグゼムズ(with A)を用いて最大使用電力を抑制する 

 
 〇 

稼働停止時(休み)時の使用電力の最小化  〇 

ブラインド・日除け(西日対策)の設置によるエアコンの効率化  〇 

事務所・食堂は出来るだけエアコンを止めて扇風機を使用する  〇 

冷暖房温度の管理標準による管理  〇 

エアコンの定期清掃による冷暖房効率化  〇 

不使用時のパソコン等機器の待機消費電力を削減する  △ 

屋根に断熱性の塗料の塗布を検討する  × 

太陽光パネルの設置を検討する  △ 

使用頻度の低い照明は普段は消灯し、使用時のみ点灯する  〇 

夏季における軽装(ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ)、冬季における(ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ)など服装を工夫をして冷暖房の使用を抑える  △ 

夏季は給湯器を停止する  〇 

夏場朝方勤務の実施  △ 
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ガソリン・軽油の消費量削減 

納品便の効率化による納品回数の削減  〇 

低燃費走行の啓蒙と推進  〇 

省エネ型車両への切替え  〇 

車両の定期整備(燃費の向上)  〇 

 

 

リモートワークなどを積極的に導入して車での移動を抑制する  × 

 徒歩・自転車通勤の奨励  〇 

 

「福島議定書」事業への参加活動   〇 

                   評価結果及び次年度の取組み 

 二酸化炭素の削減については、基準年に対し３．５％の削減となり目標値を達成することが出来た。排出総量についても基準年から１１．６％削減している。 

 効果があったと思われる活動内容 

⓵電力のディマンド自動制御システム「エグゼムズ with A」の利用を開始して使用電力の抑制を行った。＜活動事例１．＞ 

⓶エアコンを省エネ型に１台更新（R4 年 6 月）＜活動事例２．＞ 

⓷水銀灯や蛍光灯の外灯１０台を LED 灯へ更新した。（R4 年 8～12 月）＜活動事例３．＞ 

④「ふくしまゼロカーボン宣言」事業に参加し二酸化炭素削減に努めた。＜活動事例４．＞ 

  次年度も引き続き上記実施項目を中心に活動を継続・強化して目標達成に向けて一層の削減に努める。 

２ 

 
廃棄物等排出量の削減 

分別の徹底による資源化(有価物化)の推進 
 △ 

 

IT利用によるペーパーレス化  △ 

紙類のリサイクル(再使用)の徹底  〇 

材料納品の際に使用される緩衝材を自社の出荷に再利用する  〇 

作成する書類は 1枚にまとめる“1枚ベスト運動に取り組む  △ 

廃棄物を見える化する(量、金額、委託先など)  〇 

生産工程の歩留まり向上に努める  〇 
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加工ミスによるロスの低減に努める  〇 

  

                   評価結果及び次年度の取組み 

 廃棄物等排出量の削減については、基準年度比２９．７％の増加となり目標値未達成でした。排出総量についても、１８．８％増加しており、次年度は上記実施項目を中

心に活動を継続・強化して一層の削減に努める。 

リサイクル率については僅かではあるが向上した。 

    

 リサイクル率 ＝ 再資源化量 ÷ 廃棄物の排出量 × １００ ＝ ６６．３％    （前年度 ６４．８％） 

３ 

水使用量の削減 

トイレ用水使用量の低減 トイレの水音発生器を利用し出来るだけ無用な流水を止める  〇 

水道水(蛇口)の適正な使用 

手洗時の適正な使用(節水呼びかけの表示)  〇 

定期的に水漏れチェックを行う(半年に一度メーター確認)  〇 

蛇口に節水アダプターを取り付ける  × 

加湿器の適正管理 小まめに管理することにより過剰な加湿を行わない  〇 

                   評価結果及び次年度の取組み 

 複数の漏水箇所を修繕したことにより前年度より改善した。基準年度比１３．０％の削減となり目標値を達成した。 

 次年度も引き続き上記実施項目を中心に活動を継続・強化して一層の削減に努める。 

    

４ 
化学物質の適正管理及

び使用量削減 

PRTR 法で規制される化学物質の適

正管理 

適正な保管状況や使用状況の確認  〇 

使用量削減・方策の検討(対象：鉛はんだ)  △ 

洗浄薬品などは、交換頻度の見直しを行い使用量の削減に取り組む  △ 

有害性の化学物質の表示を徹底する  〇 
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                   評価結果及び次年度の取組み 

鉛はんだについては適正な保管・使用がされており特に問題はない。 

 

５ 

新型コロナウイルス対策

を継続しつつ、活動を

再開して受注の確保・

拡大を目指す 

新型コロナウイルス感染予防 

３密を避ける職場環境の実現  〇 

換気と冷暖房を適切に行う  〇 

マスクの着用・手洗・消毒の励行  〇 

外部入場者の検温を行う(発熱者の入場規制)  〇 

陽性者や濃厚接触者発生時の対応明確化  〇 

営業活動を再開し正常化を図る  〇 

                   評価結果及び次年度の取組み 

 社内で新型コロナウイルスの従業員間の感染事例は無かった。感染予防は適切に行われたと思う。受注については取引先の生産が低迷しており十分な受注確保が出来なか

った。次年度は受注活動を再開強化して行きたい。 

 

６ 

製品及びサービスに関

する環境経営目標につ

いて 

社外流出不良件数の削減 各部門における品質向上施策の確実なる実施  〇 

                   評価結果及び次年度の取組み 

 社外流出不良件数４４件の目標値に対して５１件の流出があり、目標を達成することが出来なかった。次年度に向けて活動を強化していく。 
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  4-2. 次年度以降の環境経営目標(中期目標) 
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活動事例１．＜電力のディマンド自動制御システム「エグゼムズ with A」の利用を開始＞ 

       

（R4年 8月）  
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活動事例２．＜エアコンを省エネ型に 1台更新＞ 

    

塙工場（R4年 6月） 

  
 

 

活動事例３．＜外灯１０台を LED 灯へ更新＞ 

（R4 年 8〜12 月） 

     

          外灯 
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 活動事例４．＜「ふくしまゼロカーボン宣言」事業に参加＞ 
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5.環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

 当社の事業活動に伴い適用される環境関連法等は、次の「環境法規制等一覧表兼順守評価表」 

の通り違反はありませんでした。また訴訟もありませんでした。 

 最新版「環境法規制等一覧表兼順守評価表」を掲載。(前回見直し 2022 年 10 月 3 日)    
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6.取組状況の評価及び見直し 

 


